








（適用）

第１条 本工事は， 松永浄化センター計装機器更新工事である。
２ 工事施工にあたっては，この仕様書によるほか，日本下水道事業団（以下｢事業団｣と

いう。）制定の｢工事一般仕様書｣，｢同施工指針｣その他関係法令に従い施工すること。

３ 図面又は特記仕様に記載された事項はその仕様による。

（提出書類）

第２条 受注者は次の各号に掲げる事項を記載した書類及び別に定める提出書類一覧表に

よる書類を提出しなければならない。ただし，様式及び提出部数は上下水道局の監督員

（以下，「局監督員」という。）と協議すること。

（1）工事施工前，施工中及び完成時の記録写真帳

（2）関係官庁その他に対する諸手続きの写し

（3）その他監督員が必要と認める書類

（資格を必要とする作業）

第３条 資格を必要とする作業は，それぞれの有資格者を持って作業しなければならない。

（工事用電力及び用水）

第４条 工事施工に必要な電力，用水及びこれに要する仮設資材は，受注者の責任で処理

しなければならない。ただし，局監督員と協議の上，軽微な電力及び用水は場内のものを

使用することができる。

（安全管理）

第５条 受注者は工事の施工にあたっては常に細心の注意をはらい，労働安全衛生法等を

遵守し，公衆及び従業員の安全を図らなければならない。人身事故等が発生した場合には，

速やかに局監督員に報告しなければならない。

（実施工程表）

第６条 着工に先立ち実施工程表を作成し，局監督員の承諾を受けること。

（施工計画書）

第７条 受注者は現場着手に先立ち，局監督員と協議の上，施工計画書を作成し提出する

こと。

（承諾図書の提出）

第８条 受注者は設計図書に従い承諾書を提出し，承諾を得て製作・施工に着手すること。

（施工管理）

第９条 出来形及び品質管理は原則として施工指針によるが，これにより難い場合は監督

員と協議の上，準拠した他の方法とすること。

（現場管理）

第10条 受注者は工事現場内において，監理技術者・主任技術者（下請負人を含む）に

工事名・工期・写真・所属会社名及び証明印の入った名札を着用するものとする。

（工事期間）

第11条 本工事の工期は工事検査期間として１４日間を見込むこと。

仕     様     書
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（発生材の処理）

第12条 発生材は，建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律，廃棄物の処理及び

清掃に関する法律その他関係法令等に基づき適切に処理すること。また，廃棄物が生じた

場合は，マニフェストを提出すること。

（機器の仕様）

第13条 既存機器の型式等については以下のとおりであり，更新機器は既設品同等以上とする。

（1）既存機器

①

②

③

（2）更新機器

① 全窒素全リン計

数量： １組

測定原理： TN：紫外吸光光度法

TP：モリブデン青吸光光度法

測定範囲： TN：0～2/5/10/20/50/100/200/500/1000 mgN/L程度

TP：0～0.5/1/2/5/10/20/50/100/250 mgP/L

電源： AC100V

出力信号： アナログ出力（TN，TP各1出力），4～20mADC

測定精度： フルスケールの±5%以内

付属品： 取水ポンプは既設を使用

（㈱荏原製作所自吸ポンプ＿32SQFD6.25S）

希釈水精製器は既設を使用

② 放流水ＵＶ計

数量： １組

形式： サンプリング形

測定原理： 紫外線吸光・光度法

測定範囲： 0.1～2

電源： AC100V

出力信号： DC4～20mA

付属品： 専用ケーブル15ｍ

取水ポンプは既設の窒素リン計で使用しているポンプを使用

③ エアタンＤＯ計（1-1系）

数量： １組

形式： 浸漬形

測定原理： 光学式（蛍光式）

機器名称

エアタンＤＯ計（1-1系）

放流水ＵＶ計

全窒素全リン計

備考

・撤去機器は処分しないこと
・電気室から機器までのケーブル
は既設流用

・電気室から機器までのケーブル
も撤去，新規に敷設

・電気室から機器までのケーブル
は既設流用

メーカー
（型式）

㈱島津製作所
（TNPC-4110）

東亜DKK㈱
（検出器：OPM-31-D1，

　　 変換器：OPM-31-M6A13）

東亜DKK㈱
（検出器：LDO2，

　 変換器：sc200）
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測定範囲： 0 ～ 5mg/l

電源： AC100V

出力信号： DC4～20mA

取付方式： アームパイプ取付

付属品： ポールスタンド，取付金具

専用ケーブル10ｍ

電源用アレスタ（屋外ボックス付）

信号用アレスタ（屋外ボックス付）

日除け

（施工範囲）

第14条 施工範囲

（1）機器の撤去・設置については，有資格者による石綿(アスベスト)の事前調査を実施する

こと。

（2）全窒素全リン計，放流水ＵＶ計，エアタンＤＯ計（1-1系）の撤去据付。

（3）既設の全窒素全リン計については，部品等を他施設で使用するため機器は処分しない。

そのため，撤去作業は取扱に注意すること。

（4）更新後の放流水ＵＶ計については，更新後の全窒素全リン計と同じ場所へ設置するもの

とする。

（5）放流水ＵＶ計の更新後は，負荷量演算器(東亜DKK㈱のCALD-2030)におけるＣＯＤ値検証

のため，事前に局監督員と計画等協議すること。また，水質検査計量証明事業所による

分析を行い，分析値と比較し必要に応じて換算式を修正し報告すること。

（6）更新後の機器には製造年月，製造番号及び製造者名等を記載した製造者銘板並びに工事

件名，工事完成年月，受注者名等を記載した工事銘板を見やすい箇所に取付けるものと

する。

（その他）

第15条 本工事施工中，構造物その他設備等の関係で起こる軽微な変更は，施工設計図を

提出し，局監督員の承諾を得て変更すること。ただし，当該変更の範囲は，設計の本質的

機能を変えるものであってはならない。

（特記事項）

第16条 本工事は，法定外の労災保険契約の保険料を見込んでいる。

【現場標示板等について】

 「第20回世界バラ会議福山大会2025」が，2025年（令和7年）5月18日から24日まで開催さ

れます。

 大会の周知と機運醸成を図るため，現場標示板等へ大会ロゴを表示することについて，ご

協力をお願いします。

　・使用するロゴは「第20回世界バラ会議福山大会2025ロゴ利用規程」に沿ったものとし，

 　 下記【使用例】の指定（使用デザイン１又は使用デザイン２）のいずれかのデザイン

 　 とする。

　・「第20回世界バラ会議福山大会2025ロゴ利用規程」に定められた利用に関する申請等

　は発注者が行う。

　・大会ロゴの利用については，「世界バラ会議福山大会ロゴ利用に関する手引き」及び

　「大会ロゴデザインガイド」を遵守すること。
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・大会ロゴの表示については任意事項とし，表示に必要な経費は工事費に計上しない。

・大会ロゴの利用期限は，2026年（令和8年）3月31日とする。　

【使用例】

（使用デザイン１）

（使用デザイン２）
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初 沈 汚 泥 ポ ン プ
Ｐ Ｚ 開 度 ｒ 比 率 開 平 演 算 器

１ ６ １ ７

Ｐ 塩 素 混 和 池 Ｔ 温 度 ｄ 偏 差Ｄ Ｏ Ｍ Ｌ Ｓ Ｓ

Ｍ Ｍ Ｍ Ｄ Ｏ 溶 存 酸 素 濃 度 Ａ 警 報
１ ９

ＭＬＳＳ 活 性 汚 泥 濃 度 ア レ ス タ （ 信 号 用 ）
Ｍ返 送 汚 泥 ポ ン プ

Ｕ Ｖ 有 機 性 汚 濁 度 アレスタ（信号用＋電源用）
Ｐ１ 系

，
Ｐ２ ０ ２ ０

＊２

Ｐ ２ ９

Ｐ

同 上 同 上

ろ 過 水 槽同 上
Ｍ

余 剰 汚 泥 ポ ン プ
同 上 同 上

Ｐ

Ｐ

同 上 同 上
Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ Ｐ

返 送 汚 泥 ポ ン プ Ｍ同 上
同 上 Ｐ 同 上２ 系

Ｐ
汚 水 ポ ン プ 、 シ ー ル 水

１ ９

汚 泥 処 理 棟 給 水

散 水 栓 、 そ の 他

砂 ろ 過 池

注記

１．　　　は今回工事を示す。

エ
ア
タ
ン
曝
気
風
量
制
御

<１>

Ｕ Ｖ
Ｐ ２ ５

Ｐ
ＴＮＴＰ

１

<１>

１

窒
素
リ
ン
計

汚濁負荷量演算器

２

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

３ ７

３ ７

（今回）1-1系

縮尺図面番号

工事名称

2023年度

松永浄化センター計装機器更新工事

福山市上下水道局

1:1002/7

水処理計装フローシート



１Ｆ　平面図

1125 50250 1125

6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000

2250480002250

6
50

0
6
50
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4
50

0
30

00

20
5
00

撤去　（電気室 ～ 既設放流水UV計）

新規　（電気室 ～ 新規放流水UV計）

　 ・ C V V  2 m m 2 - 5 c　 × 　 1本

　 ・ C V V - S  1 . 2 5 m m 2 - 2 c　 × 　 1本

　 ・ C V  2 m m 2 - 2 c　 × 　 1本

　 ・ C E E / F  2 m m 2 - 5 c　 × 　 1本

　 ・ C E E / F - S  1 . 2 5 m m 2 - 2 c　 × 　 1本

Ｎｏ．２エアタンＤＯ

Ｎｏ．２エアタンＭＬＳＳ

１系２－１機械撹拌機操作盤

ＬＣＢ－Ｋ－０４

エアタン１Ｆ作業用電源盤

ＬＣＢ－Ｃ１－０９

送風機操作盤

ＬＣＢ－Ｂ１－０１

１、２系用送風機操作盤

ＬＣＢ－Ｂ２－０１

１系２－２機械撹拌機操作盤

ＬＣＢ－Ｋ－０５

搬入口
Ｈ＝２４８０

Ｗ＝１９７０

ケーブルラック

Ｗ３００（低圧･制御･計装）

３ ４
１ ２

１８ １９

９ ７ ８ １０ １７１６

１３ １４ １５
２３ ２２

２０ ２１ ５ ６

１１ １２

盤　名　称番 号 盤 記 号

１９

２０

１５

１７

１８

１６

１３

１４

１２

９

８

１０

１１

４

５

７

６

１

２

３

備 考

〃

〃

〃

〃

既　設

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

盤　名　称盤 記 号番 号 備 考

３８

３９

４０

３４

３６

３５

３７

３０

３２

３１

３３

２６

２７

２８

２９

２４

２３

２５

２２

２１

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃送風機設備コントロールセンタ

入出力シーケンサ盤（１）、（２）

水処理棟Ｎｏ．１動力主幹盤

汚泥重力濃縮設備コントロールセンタ

最初沈殿池設備（１）コントロールセンタ

最初沈澱池設備（１）補助継電器盤

水処理棟計装計器盤（２）

最終沈殿池設備コントロールセンタ

送風機設備（１）補助継電器盤

用水・消毒設備コントロールセンタ

計装盤

汚泥重力濃縮設備補助継電器盤

最初沈殿池設備（１）補助継電器盤

ＩＢ－Ｗ０２

ＲＹ－Ｄ１－３

ＲＹ－Ｃ１－２

ＣＣ－Ｋ１／２

最終沈殿池設備（１）補助継電器盤（３）

エアタン設備（１）コントロールセンタ

ＣＣ－Ｂ１

ＲＹ－Ｅ１

ＣＣ－Ｄ１

ＲＹ－Ｄ１

ＩＢ－Ｗ０１

ＳＱＣ－０１、０２

ＲＹ－Ｂ１

ＣＣ－Ｅ１

ＬＣ－Ｗ－０１

ＲＹ－Ｃ１－１

ＳＱＣ－Ｗ０１、０２

ＣＣ－Ｃ１－１

ＣＣ－Ｆ－１

ＲＹ－Ｆ－１

水処理棟入出力シーケンサ盤

用水・消毒設備補助継電器盤（１）

最終沈殿池設備（１）補助継電器盤

ＲＹ－Ｂ２

エアタン設備補助継電器盤

送風機設備（２）補助継電器盤

ＲＹ－Ｋ－１

水処理棟Ｎｏ．２動力主幹盤

ＣＣ－Ｃ１－２

ＬＣ－Ｗ－０２

最初沈殿池設備（１）コントロールセンタ

ＣＣ－Ｂ２－２ 送風機設備（２）コントロールセンタ

２４

２５

２６

〃ＷＰ－１

〃ＷＬ－１

〃ＷＴ－１

ケーブルダクト

ケーブルダクト

Ｐ．ＢＯＸ　４００ﾛ x２００

（ＳＵＳ）

Ｐ．ＢＯＸ　４００ﾛ x２００

（ＳＵＳ）

〃ＷＰ－１

２７

２８

水位計変換器盤 〃ＩＢ－Ｗ０３

〃

〃

防火区画処理補修

Ｂ１Ｆへ

Ｗ７００×Ｄ６００

Ｗ５００×Ｄ３００

既　設

〃

１．　　は今回工事を示す。

注記

２．その他特記無きは、既設を示す。

：ピット・ダクト内配線

：ラック内配線

：露出管内配線

配線工事の凡例

Ｎｏ．１エアタンＭＬＳＳ

Ｎｏ．１エアタンＤＯ

分配槽

相生ポンプ場

汚泥処理棟機械濃縮棟

重力濃縮タンク

ポンプ棟

管理本館

水処理棟

DN

７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

ブロワー室

DN DNDN

NO.1送風機 NO.2送風機

E
XP

.
J

E
XP

.
J

NO.3送風機 電気室

No.1攪拌機吊上用チェーンブロック

返送汚泥流入可動堰

返送汚泥流入可動堰

NO.1反応槽流入可動堰

反応槽流入可動堰

ステップ水路可動堰

NO.1ステップ水路可動堰

NO.1-3終沈流入ゲート

NO.1-4終沈流入ゲート

1-2系No.3送風機 1-2系No.4送風機

縮尺図面番号

工事名称

2023年度

松永浄化センター計装機器更新工事

福山市上下水道局

1:1003/7

エアタン１Ｆ平面図



2250 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 6000 2250
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Ｓ＝１／１００
エアタンＢ１Ｆ平面図

Ｉ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７７

ケーブルラック
Ｗ６００（低圧）
Ｗ８００（制御･計装）

Ｗ８００×Ｄ８００
ケーブルダクト

エアタン１Ｆ電気室へ

管廊

Ｗ８００×Ｄ８００
ケーブルダクト

エアタン１Ｆ電気室へ

Ｎｏ．２－１機械攪拌機

Ｎｏ．２－１散気装置

散気装置

散気装置

Ｎｏ．２－２機械攪拌機

検出器
返送汚泥濃度計

Ｎｏ．２－２散気装置

散気装置

変換器
返送汚泥濃度計

最終沈殿池Ｂ１Ｆへ

Ｎｏ．１余剰汚泥ポンプ

Ｎｏ．２余剰汚泥ポンプ

Ｎｏ．１－１返送汚泥ポンプ

Ｎｏ．１－２返送汚泥ポンプ

Ｎｏ．１－３返送汚泥ポンプ

Ｎｏ．１－４返送汚泥ポンプ

：ピット・ダクト内配線

：ラック内配線

：露出管内配線

配線工事の凡例

撤去　（電気室 ～ 既設放流水UV計）

新規　（電気室 ～ 新規放流水UV計）

　 ・ CV V  2 m m 2 - 5 c　 × 　 1本

　 ・ CV V - S  1 . 2 5 m m 2 - 2 c　 × 　 1本

　 ・ CV  2 m m 2 - 2 c　 × 　 1本

　 ・ CE E / F  2 m m 2 - 5 c　 × 　 1本

　 ・ CE E / F - S  1 . 2 5 m m 2 - 2 c　 × 　 1本

相生ポンプ場
機械濃縮棟 汚泥処理棟

管理棟
本館

ポンプ棟

分配槽

重力濃縮タンク

水処理棟

KEY PLAN

１．　　　・　　　　は，今回工事を示す。
２．特記無きは，既設を示す。

注　記

松永浄化センター計装機器更新工事

1:100

エアタンＢ１Ｆ平面図

4/7

福山市上下水道局2023年度

工事名称

図面番号 縮　尺



放流水ＵＶ計
（既設）

：ピット・ダクト内配線

：ラック内配線

：露出管内配線

配線工事の凡例

管理棟

相生ポンプ場
機械濃縮棟 汚泥処理棟

重力濃縮タンク

分配槽

本館

ポンプ棟

水処理棟

KEY PLAN

１．　　　・　　　　は，今回工事を示す。

注　記

1:100

松永浄化センター計装機器更新工事

２．特記無きは，既設を示す。

福山市上下水道局

最終沈殿池１Ｆ平面図

5/7

2023年度

工事名称

図面番号 縮　尺
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Ｓ＝１／１００
最終沈殿池Ｂ１Ｆ平面図

Ｉ

Ｈ

Ｇ

Ｆ

Ｅ

終沈Ｂ１Ｆ作業電源盤
ＬＣＢ－Ｄ１－１０

ケーブルラック
Ｗ６００（低圧）

Ｗ８００（制御･計装）

ＤＮ

終沈床排水ポンプ

管廊

エアタンＢ１Ｆへ

Ｗ５００（制御･計装）
Ｗ２００（低圧）

ケーブルラック

ＬＣＢ－Ｄ１－１２
返送汚泥ポンプ現場操作盤

ＬＣＢ－Ｄ１－１３
汚泥調整引抜弁現場操作盤

ＬＣＢ－Ｄ１－０２
Ｎｏ．１，２返送汚泥ポンプ現場操作盤

ＬＣＢ－Ｄ１－０４
Ｎｏ．１，２余剰汚泥ポンプ現場操作盤

Ｎｏ．１余剰汚泥ポンプ

Ｎｏ．２余剰汚泥ポンプ

Ｎｏ．１－１返送汚泥ポンプ

Ｎｏ．１－２返送汚泥ポンプ

Ｎｏ．１－３返送汚泥ポンプ

Ｎｏ．１－４返送汚泥ポンプ

ケーブルラック

最終沈殿池

最終沈殿池

最終沈殿池

最終沈殿池

終沈汚泥掻寄機
Ｎｏ．１－３

終沈汚泥掻寄機
Ｎｏ．１－２

終沈汚泥掻寄機
Ｎｏ．１－１

Ｎｏ．１
終沈スカム移送ポンプ

Ｎｏ．２

初期用濃縮タンク

空気圧縮機現場操作盤
ＬＣＢ－Ｅ１－０２

空気圧縮機

汚泥処理棟送水ポンプ
Ｎｏ．１

消泡水ポンプ
Ｎｏ．２ Ｎｏ．３

Ｎｏ．２

消泡水ポンプ現場操作盤
ＬＣＢ－Ｅ１－０３

汚泥処理棟送水ポンプ現場操作盤
ＬＣＢ－Ｅ１－０６

散水栓給水設備

Ｎｏ．２ Ｎｏ．３

最終沈殿池１Ｆへ

二次処理水槽

塩素混和池

ＬＣＢ－Ｄ１－０８
終沈床排水ポンプ現場操作盤

Ｗ５００（制御･計装）

ケーブルラック
Ｗ５００（低圧）

終沈スカム移送ポンプ・切替弁現場操作盤
ＬＣＢ－Ｄ１－０６

2250 6500 5500 5500 5500 6000 590055005500
２５２４２３２２２１２０１９１８１７１６

原水ポンプ

砂ろ過水槽

窒素リン計（更新後）
ＴＮＴＰ

窒素リン計（既設）
ＴＮＴＰ

：ピット・ダクト内配線

：ラック内配線

：露出管内配線

配線工事の凡例

新規　（電気室 ～ 新規放流水UV計）
撤去　（電気室 ～ 既設放流水UV計）

新規　（電気室 ～ 新規放流水UV計）

撤去　（電気室 ～ 既設放流水UV計）

　 ・ CV V  2 m m 2 - 5 c　 × 　 1本

　 ・ CV V - S  1 . 2 5 m m 2 - 2 c　 × 　 1本

　 ・ CV  2 m m 2 - 2 c　 × 　 1本

　 ・ CE E / F  2 m m 2 - 5 c　 × 　 1本

　 ・ CE E / F - S  1 . 2 5 m m 2 - 2 c　 × 　 1本

　 ・ C E E / F  2 m m 2 - 5 c　 × 　 1本

　 ・ C E E / F - S  1 . 2 5 m m 2 - 2 c　 × 　 1本
　 ・ CV V  2 m m 2 - 5 c　 × 　 1本

　 ・ CV V - S  1 . 2 5 m m 2 - 2 c　 × 　 1本

　 ・ CV  2 m m 2 - 2 c　 × 　 1本

相生ポンプ場

管理棟
本館

ポンプ棟

分配槽

重力濃縮タンク

機械濃縮棟 汚泥処理棟

水処理棟

KEY PLAN

１．　　　・　　　　は，今回工事を示す。
２．特記無きは，既設を示す。

注　記

福山市上下水道局

1:100

最終沈殿池Ｂ１Ｆ平面図

松永浄化センター計装機器更新工事

6/7

2023年度

工事名称

図面番号 縮　尺



負荷量演算器

（演算式の検証・修正）

85007500

16000

3
00

10
00

4
50

0
43

00

30
0

10
0
0

45
00

4
30

0

25500

7000550070006000

25500

6000 7000 5500 7000

1
60

00

75
0
0

85
00

既　設

１２

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１

１３１４

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１

１２ １１

搬入口
Ｈ＝２６００

Ｗ＝２４９０

搬入口
Ｈ＝２４４５

Ｗ＝１７８５

搬入口
Ｈ＝２４４０

Ｗ＝１９９０

盤　名　称番 号 盤 記 号

引込盤

Ｎｏ．２動力分岐盤

Ｎｏ．２変圧器一次盤／Ｎｏ．１変圧器一次盤

Ｎｏ．２変圧器二次盤／低圧母線連絡盤

コンデンサ盤

Ｎｏ．１照明変圧器盤

Ｎｏ．１変圧器盤

受電盤

砂ろ過棟・送り盤／自家発連絡盤

Ｎｏ．１動力分岐盤

Ｎｏ．２変圧器盤

１９

２０

１５

１７

１８

１６

ＨＣ－０１

ＨＣ－０５

ＬＢ－０１

ＬＢ－０２

ＬＢ－０３

ＬＢ－０４

ＨＣ－０２

ＨＣ－０４

ＨＣ－０３

ＬＢ－０８

ＬＢ－０９

ＬＢ－０７

ＬＢ－０５

ＬＢ－０６

１３

１４

１２

９

８

１０

１１

４

５

７

６

１

２

３

Ｎｏ．２照明変圧器盤

送水ポンプ棟送り盤／水処理棟（西）送り盤

Ｎｏ．１変圧器二次盤／自家発連絡盤

備 考

既　設

〃

〃

〃

〃

〃

〃

盤 記 号番 号 備 考

３８

３９

４０

３４

３６

３５

３７

３０

３２

３１

３３

２６

２７

２８

２９

２４

２３

２５

２２

２１

３２

接地端子箱

既　設

将　来

電気室、監視制御室

３３

３４

ＭＭ－２ 〃

ＭＬ－２ 〃

ＭＫ－１ 〃

盤　名　称

３１

遠隔監視盤ＣＢ－１

〃

火災受信機

放送設備

親時計

〃

〃

〃

３８

３７

ＭＴ－２ 電話弱電共用端子箱 〃

４０

自動通報装置 〃

４１ 外灯分電盤 〃

プリンタ

直流電源盤

管理棟入出力シーケンサ盤

制御電源分岐盤

〃

〃

〃

２６ ２７

計装盤（１）（水処理）ＫＫ－０１

中継端子盤

〃

動力主幹盤

屋外配線経路へ

２３

２２

２１

２４

３５
３６

３９

４１

２８

１６

ＤＣ－ＫＤ０１

ＵＰＳ－ＫＤ０１

ＤＢ－ＫＤ０１

汎用ＵＰＳ・増設バッテリユニット

〃

〃

ＬＣＤ－Ｋ０２

ＬＣＤ－Ｋ０１

ＰＲ－Ｋ０１

ＳＱＣ－Ｋ０１

ＴＢー０１

ＧＰＳアンテナ

〃

ＬＣＤ監視制御装置（２）

ＬＣＤ監視制御装置（１）

２４
２１ ２２ ２３

１７ １５

既　設

〃

既　設

〃

１．　　は今回工事を示す。

注記

２．その他特記無きは、既設を示す。

〃

〃

〃

〃

２Ｆ　平面図

Ａ－Ａ　断面図

Ｂ－Ｂ　断面図

３ ４ ５ ６ ７

Ａ

Ｂ

Ｃ

仮眠室

会議室

廊下

倉庫

ホール

バルコニー

便所

湯沸室
電気室

監視制御室

DN

UP

７３ ４ ５ ６

▽ 1FL

▽

▽

2FL

3F CON.天

▽ GL

仮眠室 便所

女子便所 男子便所

玄関ホール

倉庫

配管ピット

倉庫 中央試験室

Ａ Ｂ Ｃ

▽ 1FL

▽

▽

2FL

3F CON.天

▽ GL

電気室監視制御室

中央試験室

配管ピット

配管ピット

ＡＡ

Ｂ

Ｂ

分配槽

相生ポンプ場

汚泥処理棟機械濃縮棟

重力濃縮タンク

ポンプ棟

管理本館

水処理棟

縮尺

管理棟２Ｆ平断面図

図面番号

工事名称

2023年度

7/7

松永浄化センター計装機器更新工事

福山市上下水道局

1:100

：ピット・ダクト内配線

：ラック内配線

：露出管内配線

配線工事の凡例


